
参考様式C5（自己評価等関係）

公表日

利用児童数 11 回収数　　　　　　11

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ 無回答 ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。

9 1 1

・助言や説明という内容ではなく、訪問

支援員さんが持っている（保護者から聞

き取っている）情報と学校での様子等、

情報共有の場となっている状況です。

・具体的に話してもらえたので、わかり

やすかった。

ご意見ありがとうございます。

保護者様からの依頼内容によっては情

報共有や第3者からの視点をお伝えする

場合もございます。事前打ち合わせ等

でよりわかりやすくご説明できるよう

努めてまいります。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
8 2 1

・支援に対することを色々と考えていた

だけて満足している。

ありがとうございます。今後も一緒に

考えさせていただければと思っており

ます。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。

9 1 1

・尋ねた時は専門的な立場から助言して

いただけた。

ありがとうございます。丁寧な説明を

心がけていますが、わかりにくいこと

などありましたら、いつでもお声がけ

ください。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。

7 3 1

・療育センターと保育所では、その目的

や環境が違うため、情報共有の場として

はよいが、同じ課題ととらえ、保育で取

り組むことは違うと思う。

・話しを聞いていただき、教員の課題に

かかわることは軽減された。

ご意見ありがとうございます。

環境や提供内容などが違うため、同じ

ことを提供、展開するのは難しい場合

があると思います。お互いの特色の中

でお子さまにより良く成長していただ

けるように意見交換等できれば幸いで

す。

5 事業所からの支援に満足していますか。

9 1 1

・保護者との連携ができ助かった。 ありがとうございます。

保育所等訪問は園や学校と利用者様が

円滑な関係を築いていただくためのも

のです。お役に立てたこと、今後の励

みになります。

・お父さんにも連絡をするようになりました。ご助言ありがとうございました。

・個別支援計画は参考として受けとらせていただきますが、やはり情報提供の場としての役割が大

きいのではないかと思っています。

・ありがとうございました。

・無回答…「生徒の様子を見てもらう」が目的で来ていただいたので、こちらから生徒のことをお

伝えしました。上の5項目のチェックに当てはまるところがありませんでした。ですので、「は

い、いいえ、どちらともいえない」に〇の記入をしていません。

・特になし。

・先日はありがとうございました。

・今後もよろしくお願い致します。

・丁寧に見てもらえてよかったです。

・当日の児童の観察だけではなくその後に、訪問支援員さんと担任教員が情報交換をする時間を

取っていただいています。訪問される側の立場（学校）としては、授業の隙間の時間となり十分な

時間は取れませんが、時間調整をして対応しています。学校でのねらいや支援方法など、詳しく情

報交換をすることができています。訪問支援員さんから保護者さんの思いをくみ取ることができ、

保護者さんへの関わり方や対象児への支援の方法を工夫することにつながっています。本校独自の

訪問依頼書や訪問報告書などの記入をお願いしておりますが、訪問支援員さんには、毎回丁寧に記

入していただいており、校内において教員間での情報共有に役立っています。いつもご協力をあり

がとうございます。訪問回数が増える傾向（定期的な訪問）ですが、学校の行事予定や授業時間と

の兼ね合いや調整が難しい状況も見られます。訪問支援員さんとの日程調整をする事が、難しい場

合も想定されますので、ご理解ご協力をいただきますよう、お願いいたします。（事前の訪問打合

わせについても、放課後の会議等で難しい場合もあり、電話等で打ち合わせをしていただく方法な

どご配慮頂けると有難いです。）

たくさんのご意見ありがとうございます。

保育所等訪問は事前打ち合わせでもお伝えさせていただいておりますが、保護者様からのご依頼により訪問

内容が変わります。

先生方から伺うことと自分がイメージしていることが同じかどうか第３者を通して確認したい、通っている

園や学校と情報共有をしてお子さまのことをより知ってほしいなど様々な理由でご依頼を頂きます。

訪問させていただく中で、園や学校でされていることをより強化することも、それぞれが別の役割を担うこ

とも大切なことであると認識しております。

接する時間が長いからこそできること、短いからこそできること、お互いの強みを活かしてお子さまのより

良い成長のお手伝いができればと考えております。

今後ともいろいろなご意見を頂き、お子さまや保護者様のために一緒に考えさせていただきたいと思ってお

ります。どうぞよろしくお願いいたします。

鈴鹿市第２療育センター

　令和　８　年　２　月　２５　日

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

事業所名

訪問先施設からの保育所等訪問支援事業所評価の集計結果公表


